
JP 2010-279592 A 2010.12.16

10

(57)【要約】
【課題】良好な超音波画像を得ると共に回路規模を小さ
く抑え、超音波トランスデューサの回転を停止させなく
てもドップラーモードの撮像を可能にする。
【解決手段】円周の少なくとも一部上に所定の配列ピッ
チで配列され、複数の駆動信号に従って超音波ビームを
送信すると共に超音波エコーを受信して複数の受信信号
を出力する複数の超音波トランスデューサと、複数の超
音波トランスデューサを上記円周に沿って回転させる駆
動部と、複数の超音波トランスデューサの回転前後で異
なる超音波トランスデューサの組合せにより超音波ビー
ムを送信するように、複数の超音波トランスデューサの
内の一部に供給される複数の駆動信号を発生する駆動信
号発生部と、複数の超音波トランスデューサの内の少な
くとも一部から出力される複数の受信信号に基づいて、
超音波エコー源の移動に関する情報を表す画像データを
生成する信号処理手段とを具備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円周の少なくとも一部上に所定の配列ピッチで配列され、複数の駆動信号に従って超音
波ビームを送信すると共に超音波エコーを受信して複数の受信信号を出力する複数の超音
波トランスデューサと、
　前記複数の超音波トランスデューサを前記円周に沿って回転させる駆動部と、
　前記複数の超音波トランスデューサの回転前後で異なる超音波トランスデューサの組合
せにより超音波ビームを送信するように、前記複数の超音波トランスデューサの内の一部
に供給される複数の駆動信号を発生する駆動信号発生部と、
　前記複数の超音波トランスデューサの内の少なくとも一部から出力される複数の受信信
号に基づいて、超音波エコー源の移動に関する情報を表す画像データを生成する信号処理
手段と、
を具備する超音波内視鏡装置。
【請求項２】
　前記駆動信号発生部は、前記複数の超音波トランスデューサの回転前後で同じ方向に超
音波ビームを送信するように、前記複数の超音波トランスデューサの内の一部に供給され
る複数の駆動信号を発生する、請求項１記載の超音波内視鏡装置。
【請求項３】
　前記駆動信号発生部は、前記複数の超音波トランスデューサの前記所定の配列ピッチ分
に相当する回転角度ごとに、駆動される超音波トランスデューサの組合せが１つずつずれ
るように、前記複数の超音波トランスデューサの内の一部に供給される複数の駆動信号を
発生する、請求項１又は２記載の超音波内視鏡装置。
【請求項４】
　前記信号処理手段は、
　前記複数の超音波トランスデューサの内の少なくとも一部から出力される複数の受信信
号に基づいて受信データを生成する受信信号処理部と、
　前記複数の超音波トランスデューサの回転前後に同じ方向に送信した超音波ビームによ
る受信データに基づいて、超音波エコー源の移動に関する情報を表す画像データを生成す
る画像データ生成手段と、
を含む、請求項１乃至３の何れか一項記載の超音波内視鏡装置。
【請求項５】
　前記複数の超音波トランスデューサが、前記円周の一部上のみに配列されている、請求
項１乃至４の何れか一項記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上部消化器官や気管支等の体腔内検査に用いる超音波内視鏡を備え、診断の
ために用いられる超音波画像を生成する超音波内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野においては、被検体の内部を観察して診断を行うために、様々な撮像技術が開
発されている。特に、超音波を送受信することによって被検体の内部情報を取得する超音
波撮像は、リアルタイムで画像観察を行うことができる上に、Ｘ線写真やＲＩ（radio is
otope）シンチレーションカメラ等の他の医用画像技術と異なり、放射線による被曝がな
い。そのため、超音波撮像は、安全性の高い撮像技術として、産科領域における胎児診断
の他、婦人科系、循環器系、消化器系等を含む幅広い領域において利用されている。
【０００３】
　超音波撮像の原理は、次のようなものである。超音波は、被検体内における構造物の境
界のように、音響インピーダンスが異なる領域の境界において反射される。そこで、超音
波ビームを人体等の被検体内に送信し、被検体内において生じた超音波エコーを受信して
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、超音波エコーが生じた反射位置や反射強度を求めることにより、被検体内に存在する構
造物（例えば、内臓や病変組織等）の輪郭を抽出することができる。
【０００４】
　一般に、超音波撮像のための装置においては、超音波の送受信機能を有する複数の超音
波トランスデューサ（振動子）を含む超音波プローブ（探触子）が用いられる。近年にお
いては、超音波プローブの一種として、患者の体腔内に挿入して使用される超音波内視鏡
が開発されている。一般に、超音波内視鏡においては、超音波を送受信する超音波トラン
スデューサを機械的に回転させることにより視野角３６０°の走査を行うメカニカルラジ
アル走査方式が採用されている。また、超音波内視鏡の外周に沿って多数の超音波トラン
スデューサを配置しておき、電子的な走査により視野角３６０°の走査を行う電子ラジア
ル走査方式も提案されている。
【０００５】
　関連する技術として、特許文献１には、メカニカルラジアル走査方式を採用した超音波
内視鏡において、ドップラーモードの撮像を行うために、超音波トランスデューサの回転
を一旦停止させ、この停止期間中に同じ方向の超音波ビームを２回形成することが開示さ
れている。
　図４は、従来の超音波内視鏡装置における超音波トランスデューサへの駆動信号と駆動
モータへのモータ制御信号の一例を示すタイムチャートである。図４に示すように、特許
文献１に示される従来の超音波内視鏡装置においては、超音波トランスデューサを連続し
て２回駆動するごとに、モータ制御信号を１回だけ出力することにより、同じ方向の超音
波ビームを２回形成する間は超音波トランスデューサの回転を停止させている。
　しかし、特許文献１の技術は、単素子の超音波トランスデューサを回転させるものであ
るため、ドップラーモードの撮像のために超音波トランスデューサの回転を停止させたり
、超音波ビームの指向特性を制御したりすることが難しく、良好な超音波画像を得ること
ができない。他方、多数の超音波トランスデューサを用いる電子ラジアル走査方式におい
ては、良好な画像を得るためには超音波内視鏡の外周に沿って多数の超音波トランスデュ
ーサを配置する必要があり、回路規模が大きくなってしまうという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－１８０６８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、上記の点に鑑み、本発明は、良好な超音波画像を得ると共に回路規模を小さく
抑えることができる超音波内視鏡装置において、超音波トランスデューサの回転を停止さ
せなくてもドップラーモードの撮像を可能にすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明の１つの観点に係る超音波内視鏡装置は、円周の少な
くとも一部上に所定の配列ピッチで配列され、複数の駆動信号に従って超音波ビームを送
信すると共に超音波エコーを受信して複数の受信信号を出力する複数の超音波トランスデ
ューサと、複数の超音波トランスデューサを上記円周に沿って回転させる駆動部と、複数
の超音波トランスデューサの回転前後で異なる超音波トランスデューサの組合せにより超
音波ビームを送信するように、複数の超音波トランスデューサの内の一部に供給される複
数の駆動信号を発生する駆動信号発生部と、複数の超音波トランスデューサの内の少なく
とも一部から出力される複数の受信信号に基づいて、超音波エコー源の移動に関する情報
を表す画像データを生成する信号処理手段とを具備する。
【発明の効果】
【０００９】
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　本発明によれば、超音波内視鏡装置において、複数の超音波トランスデューサの回転前
後で異なる超音波トランスデューサの組合せにより超音波ビームを送信するように、複数
の超音波トランスデューサの内の一部に供給される複数の駆動信号を発生するようにした
ので、良好な超音波画像を得ると共に回路規模を小さく抑え、超音波トランスデューサの
回転を停止させなくてもドップラーモードの撮像を可能にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態に係る超音波内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す超音波内視鏡装置におけるトランスデューサアレイの回転及び超音波
ビームの形成の様子を示す模式図である。
【図３】図１に示す超音波内視鏡装置における超音波トランスデューサへの駆動信号と駆
動モータへのモータ制御信号の一例を示すタイムチャートである。
【図４】従来の超音波内視鏡装置における超音波トランスデューサへの駆動信号と駆動モ
ータへのモータ制御信号の一例を示すタイムチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら詳しく説明する。なお、同一の
構成要素には同一の参照符号を付して、説明を省略する。
　図１は、本発明の一実施形態に係る超音波内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
本発明の一実施形態に係る超音波内視鏡装置は、超音波内視鏡１と、この超音波内視鏡１
に接続されて信号を送受信する超音波内視鏡装置本体２とによって構成される。
【００１２】
　超音波内視鏡１は、複数の超音波トランスデューサを含むトランスデューサアレイ１０
と、このトランスデューサアレイ１０を回転駆動する駆動モータ１６と、駆動モータ１６
の回転力をトランスデューサアレイ１０に伝達する回転伝達ケーブル１７と、トランスデ
ューサアレイ１０及び回転伝達ケーブル１７を覆う保護カバー１８と、保護カバー１８を
支持する支持部１９とを含んでいる。
【００１３】
　図２は、図１に示す超音波内視鏡装置におけるトランスデューサアレイの回転及び超音
波ビームの形成の様子を示す模式図である。図２は、図１に示すトランスデューサアレイ
１０を超音波内視鏡１の軸方向に垂直な断面で示している。トランスデューサアレイ１０
を構成する複数の超音波トランスデューサ（「素子」ともいう）１０ａ～１０ｊは、印加
される複数の駆動信号に基づいて超音波を送信すると共に、伝搬する超音波エコーを受信
して複数の受信信号を出力する。それらの超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊは、超
音波内視鏡内において、円柱状バッキング材９の円周の少なくとも一部上に所定の配列ピ
ッチで配列されている。図２においては、超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊが、円
周の全周上にではなく一部上にのみ配列されているが、トランスデューサアレイ１０を回
転させながら複数の超音波ビームを順次形成することによって、全方位に超音波ビームを
送信することができる。
【００１４】
　トランスデューサアレイ１０を構成する各超音波トランスデューサは、例えば、ＰＺＴ
（チタン酸ジルコン酸鉛：Pb(lead) zirconate titanate）に代表される圧電セラミック
や、ＰＶＤＦ（ポリフッ化ビニリデン：polyvinylidene difluoride）に代表される高分
子圧電素子等の圧電性を有する材料（圧電体）の両端に電極を形成した振動子によって構
成される。
【００１５】
　そのような振動子の電極に、パルス状又は連続波の電圧を印加すると、圧電体が伸縮す
る。この伸縮により、それぞれの振動子からパルス状又は連続波の超音波が発生し、それ
らの超音波の合成によって超音波ビームが形成される。また、それぞれの振動子は、伝搬
する超音波を受信することによって伸縮し、電気信号を発生する。それらの電気信号は、
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超音波の受信信号として出力される。
【００１６】
　再び図１を参照すると、駆動モータ１６は、回転速度及び停止位置を制御可能なステッ
ピングモータであり、超音波内視鏡装置本体２から供給されるモータ制御信号に従って回
転伝達ケーブル１７を回転させることによりトランスデューサアレイ１０を回転させる。
回転伝達ケーブル１７は、フレキシブルシャフトを含み、駆動モータ１６によって発生す
る回転力をトランスデューサアレイ１０に伝達する。また、回転伝達ケーブル１７は、超
音波内視鏡装置本体２において生成される駆動信号をトランスデューサアレイ１０の複数
の超音波トランスデューサに伝送し、超音波トランスデューサから出力される複数の受信
信号を超音波内視鏡装置本体２に伝送する。トランスデューサアレイ１０及び回転伝達ケ
ーブル１７をカバーして保護する保護カバー１８の一端は、支持部１９によって支持され
ており、他端は、被検体である患者の口腔内等に挿入される。
【００１７】
　なお、図１には、超音波内視鏡装置本体と超音波内視鏡１との間で信号線を介して有線
による信号の送受信を行う例を示しているが、これに限らず、無線による信号の送受信を
しても良い。無線による信号の送受信をする場合には、後述する超音波内視鏡装置本体の
駆動信号発生部１４及び受信信号処理部２１に無線送受信器を接続すると共に、超音波内
視鏡１の超音波トランスデューサ１０にも無線送受信器を接続し、これらの無線送受信器
の相互間で無線信号を送受信する。ここで用いる無線信号の搬送波には、電波や赤外線な
どを用いることができる。また、駆動モータ１６に対する制御信号を超音波内視鏡装置本
体から無線で送信する。さらに、超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊに十分な電圧を
供給するため、超音波内視鏡１内に蓄電池を備えることが好ましい。
【００１８】
　超音波内視鏡装置本体２は、走査制御部１１、送信遅延パターン記憶部１２、送信制御
部１３、駆動信号発生部１４、モータ制御部１５、受信信号処理部２１、受信制御部２４
、受信遅延パターン記憶部２５、画像生成部２６、Ｄ／Ａ変換器２７、表示部２８、制御
部２９、格納部３０、操作部３１を備えている。ここで、受信信号処理部２１～画像生成
部２６は、複数の超音波トランスデューサから出力される複数の受信信号に基づいて画像
データを生成する信号処理手段を構成している。また、受信制御部２４、画像生成部２６
は、複数の超音波トランスデューサの回転前後に同じ方向に送信した超音波ビームによる
受信データに基づいて動体と静止体とを区別する画像データを生成する画像データ生成手
段を構成している。
【００１９】
　走査制御部１１は、超音波ビームの送信方向及び超音波エコーの受信方向を順次設定す
る。送信遅延パターン記憶部１２は、超音波ビームを形成する際に用いられる複数の送信
遅延パターンを記憶している。送信制御部１３は、走査制御部１１において設定された送
信方向に応じて、送信遅延パターン記憶部１２に記憶されている複数の送信遅延パターン
の中から１つの送信遅延パターンを選択し、その送信遅延パターンに基づいて、複数の超
音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊの駆動信号にそれぞれ与えられる遅延時間を設定す
る。あるいは、送信制御部１３は、複数の超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊから一
度に送信される超音波が被検体の撮像領域全体に届くように遅延時間を設定しても良い。
【００２０】
　駆動信号発生部１４は、例えば、複数の超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊに対応
する複数のパルサによって構成されている。駆動信号発生部１４は、送信制御部１３によ
って設定された遅延時間に従って、複数の超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊから送
信される超音波が超音波ビームを形成するように複数の駆動信号を超音波内視鏡１に供給
し、又は、複数の超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊから一度に送信される超音波が
被検体の撮像領域全体に届くように複数の駆動信号を超音波内視鏡１に供給する。
【００２１】
　モータ制御部１５は、制御部２９からの制御信号に従い、トランスデューサアレイ１０
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が超音波ビームを１回送信する度に、トランスデューサアレイ１０が所定角度ずつ回転す
るように、駆動モータ１６の回転を制御する。
　後述のドップラーモードでの撮像において、駆動信号発生部１４は、駆動モータ１６に
よるトランスデューサアレイ１０の所定角度の回転ごとに、駆動する超音波トランスデュ
ーサ１０の組合せをトランスデューサアレイ１０の回転方向と逆方向にずらして駆動信号
を発生する。これにより、トランスデューサアレイ１０は、回転前と同じ方向に超音波ビ
ームを送信する。
【００２２】
　受信信号処理部２１は、複数の超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊに対応して、複
数の増幅器（プリアンプ）２１１ａ～２１１ｊと、複数のＡ／Ｄ変換器２１２ａ～２１２
ｊとを含んでいる。超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊから出力される受信信号は、
それぞれ対応する増幅器２１１ａ～２１１ｊにおいて増幅され、これらの増幅器２１１ａ
～２１１ｊから出力されるアナログの受信信号は、それぞれ対応するＡ／Ｄ変換器２１２
ａ～２１２ｊによってディジタルの受信信号（受信データ）に変換される。Ａ／Ｄ変換器
２１２ａ～２１２ｊは、受信データを受信制御部２４に出力する。
【００２３】
　受信遅延パターン記憶部２５は、受信信号処理部２１から出力される複数の受信データ
に対して受信フォーカス処理を行う際に用いられる複数の受信遅延パターンを記憶してい
る。受信制御部２４は、走査制御部１１において設定された受信方向に基づいて、受信遅
延パターン記憶部２５に記憶されている複数の受信遅延パターンの中から１つの受信遅延
パターンを選択し、その受信遅延パターンに基づいて複数の受信データに遅延を与えて加
算することにより、受信フォーカス処理を行う。この受信フォーカス処理により、超音波
エコーの焦点が絞り込まれた音線信号が形成される。
【００２４】
　画像生成部２６は、受信制御部２４によって形成された音線信号に基づいて、被検体内
の組織に関する画像信号を生成する。画像生成部２６は、ＳＴＣ（sensitivity time con
trol）部２６１と、包絡線検波部２６２と、ＤＳＣ（digital scan converter：ディジタ
ル・スキャン・コンバータ）２６３と、ドップラー処理部２６４とを含んでいる。
【００２５】
　ＳＴＣ部２６１は、受信制御部２４によって形成された音線信号に対して、超音波の反
射位置の深度に応じて、距離による減衰の補正を施す。包絡線検波部２６２は、ＳＴＣ部
２６１において補正が施された音線信号に対して包絡線検波処理等を施すことにより、被
検体内の組織の断層画像情報を表すＢモード画像信号を生成する。ＤＳＣ２６３は、包絡
線検波部２６２によって生成されたＢモード画像信号を通常のテレビジョン信号の走査方
式に従う画像信号に変換（ラスター変換）し、階調処理等の必要な画像処理を施すことに
より、表示用の画像信号を生成する。
【００２６】
　ドップラー処理部２６４は、受信制御部２４から出力される音線信号を記憶する波形メ
モリを含んでおり、同一方向における複数の音線信号に基づいて、ドップラーモードの画
像信号を生成する。
　ドップラーモードの画像信号としてＣＦ（カラーフロー）モードの画像信号を生成する
場合には、ドップラー処理部２６４が、同一方向における複数の音線信号の自己相関を求
めることにより、エコー源の速度分布情報を算出する。ＤＳＣ２６３は、こうして得られ
た速度分布情報を、包絡線検波部２６２によって生成された断層画像情報に重ねたＣＦモ
ード画像信号を生成する。
　また、ドップラーモードの画像信号としてＰＷ（パルスウエイブ）モードの画像信号を
生成する場合には、ドップラー処理部２６４が、同一方向における複数の音線信号に対し
てＦＦＴ（高速フーリエ変換）処理を施すことにより周波数成分を抽出し、エコー源の移
動速度を算出し、この移動速度を示すＰＷモード画像信号を生成する。
【００２７】
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　Ｄ／Ａ変換器２７は、画像生成部２６から出力されるディジタルの画像信号を、アナロ
グの画像信号に変換する。表示部２８は、例えば、ＣＲＴやＬＣＤ等のディスプレイ装置
を含んでおり、アナログの画像信号に基づいて診断画像を表示する。
【００２８】
　制御部２９は、操作部３１を用いたオペレータの操作に従って、超音波画像を生成する
ための撮像動作を実行するように、走査制御部１１、画像生成部２６等を制御する。実施
形態においては、走査制御部１１、送信制御部１３、受信制御部２４、画像生成部２６、
及び、制御部２９が、ＣＰＵとソフトウェア（プログラム）によって構成されるが、これ
らをディジタル回路やアナログ回路で構成しても良い。ソフトウェア（プログラム）は、
格納部３０に格納される。格納部３０における記録媒体としては、内蔵のハードディスク
の他に、フレキシブルディスク、ＭＯ、ＭＴ、ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、又は、ＤＶＤ－Ｒ
ＯＭ等を用いることができる。
【００２９】
　図２に示すように、トランスデューサアレイ１０を構成する複数の超音波トランスデュ
ーサ１０ａ～１０ｊは、円弧上に所定の配列ピッチで配列されている。このトランスデュ
ーサアレイ１０を回転させながら同一方向に２回の超音波ビームを形成するには、複数の
超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊのうち一部を用いて超音波ビームを形成し、トラ
ンスデューサアレイ１０を所定角度回転させた後、複数の超音波トランスデューサ１０ａ
～１０ｊのうち他の一部を用いて超音波ビームを形成する。このとき、トランスデューサ
アレイ１０を回転させた所定角度分だけ、回転方向と逆方向にずれた位置にある超音波ト
ランスデューサを駆動する。例えば、トランスデューサアレイ１０の所定の配列ピッチ分
（１素子分）回転させたときは、１素子分だけずれた位置にある超音波トランスデューサ
を駆動する。一方、超音波エコーを受信するために用いる超音波トランスデューサは、超
音波ビームを送信するために用いる超音波トランスデューサと同一でも良いし、異なって
いても良い。また、全ての超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｊから出力される受信信
号を、超音波診断画像を生成するために用いても良い。
【００３０】
　本実施形態のトランスデューサアレイ１０は、図２（Ａ）及び図２（Ｂ）に示すように
、駆動モータ１６から供給される回転力により矢印θ方向に回転しながら、超音波ビーム
を複数回形成し、その都度超音波エコーを受信して受信信号を生成する。ここでは、図２
（Ａ）に示す回転位置において超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｈを駆動することに
より第１回目の超音波ビームを図示Ａ方向に形成するものとする。トランスデューサアレ
イ１０が１素子分回転して図２（Ｂ）に示す回転位置にきたとき、超音波トランスデュー
サ１０ｂ～１０ｉを駆動すれば、図２（Ａ）に示すＡ方向と同じＢ方向に第２回目の超音
波ビームを形成することができる。このように駆動することにより、ドップラーモードの
撮像のために、超音波ビームを同じ方向に複数回送信している間にトランスデューサアレ
イ１０の回転を停止させておく必要がなくなる。なお、トランスデューサアレイ１０がさ
らに１素子分回転したとき、超音波トランスデューサ１０ｃ～１０ｊを駆動すれば、図２
（Ａ）に示すＡ方向と同じ方向に第３回目の超音波ビームを形成することもできるが、以
下では同じ方向に２回の超音波ビームを送信する例について説明する。
【００３１】
　図３は、図１に示す超音波内視鏡装置における超音波トランスデューサへの駆動信号と
駆動モータへのモータ制御信号の一例を示すタイムチャートである。図３に示すように、
トランスデューサアレイ１０が所定の角度位置に存在する期間１Ａにおいては、駆動信号
発生部１４は超音波トランスデューサ１０ａ～１０ｈを１回駆動することにより所定方向
に第１の超音波ビームを送信する。次に、モータ制御部１５がモータ制御信号を発生し、
トランスデューサアレイ１０が１素子分回転した角度位置に存在する期間１Ｂにおいては
、駆動信号発生部１４は超音波トランスデューサ１０ｂ～１０ｉを１回駆動することによ
り、第１の超音波ビームと同一方向に第２の超音波ビームを送信する。
【００３２】
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　モータ制御部１５がさらにモータ制御信号を発生し、トランスデューサアレイ１０がさ
らに１素子分回転した角度位置に存在する期間２Ａにおいては、駆動信号発生部１４は超
音波トランスデューサ１０ａ～１０ｈを１回駆動することにより、第１及び第２の超音波
ビームと異なる所定方向に第３の超音波ビームを送信することもできる。モータ制御部１
５がさらにモータ制御信号を発生し、トランスデューサアレイ１０がさらに１素子分回転
した角度位置に存在する期間２Ｂにおいては、駆動信号発生部１４は超音波トランスデュ
ーサ１０ｂ～１０ｉを１回駆動することにより、第３の超音波ビームと同一方向に第４の
超音波ビームを送信する。
【００３３】
　従来の電子ラジアル走査方式においては、超音波内視鏡の外周に、超音波内視鏡の全方
位にわたって超音波トランスデューサを配置する。良好な超音波画像を得るために超音波
内視鏡のチャンネル数を例えば２５６チャンネルとした場合には、超音波内視鏡に２５６
個の超音波トランスデューサを配置し、２５６本の同軸ケーブルを用いて超音波内視鏡装
置本体に接続する必要がある。さらに、超音波内視鏡装置本体において受信信号を処理す
る増幅器やＡ／Ｄ変換器のチャンネル数を例えば６４とすれば、４：１の割合で信号選択
をする信号切り替え器（マルチプレクサ：ＭＵＸ）を超音波内視鏡装置本体に具備する必
要もある。
【００３４】
　これに対し、本実施形態においては、超音波トランスデューサ１０ａ、１０ｂ、・・・
の回転前後で異なる超音波トランスデューサの組合せにより超音波ビームを送信すること
によって同一方向に複数の超音波ビームを送信し、超音波トランスデューサを回転させな
がらドップラーモードの撮像を行う。本実施形態においては、超音波トランスデューサ１
０ａ、１０ｂ、・・・を回転させるので、超音波内視鏡１の全方位にわたって超音波トラ
ンスデューサを配置する必要はなく、例えば６４個の超音波トランスデューサを超音波内
視鏡１の回転軸を囲む円周の一部上にまとめて配置した場合でも全方位にわたって良好な
超音波画像を得ることができる。従って、超音波内視鏡１のチャンネル数と同軸ケーブル
の本数を、それぞれ例えば６４に削減できる。さらに、超音波内視鏡装置本体２における
受信信号処理部２１のチャンネル数が超音波内視鏡１のチャンネル数と同数（６４）であ
れば、信号切り替え器（ＭＵＸ）は不要であり、同数でなくても信号切り替え器（ＭＵＸ
）の規模を小さくすることができる。従って、本実施形態により回路規模を小さく抑える
ことができる。
【００３５】
　上述の例では、トランスデューサアレイ１０の配列ピッチ分に相当する回転角度ごとに
超音波ビームを１回形成する例について説明したが、本発明はこれに限らず、トランスデ
ューサアレイ１０の配列ピッチ分の回転角度ごとに超音波ビームを２回又はそれ以上形成
するものであっても良い。
【００３６】
　また、上述の例では、駆動モータ１５をステッピングモータにより構成した例について
説明したが、本発明はこれに限らず、駆動モータ１５を連続回転モータにより構成し、ト
ランスデューサアレイ１０を連続回転させることとしても良い。
　また、上述の例では、同一方向に超音波ビームを複数回形成してドップラーモードの画
像を生成する例について説明したが、本発明はこれに限らず、ある一直線上での超音波反
射の経時変化を画像化したＭ（Motion）モードの画像を生成することとしても良い。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明は、上部消化器官や気管支等の体腔内検査に用いる超音波内視鏡を備え、診断の
ために用いられる超音波診断画像を生成する超音波内視鏡装置において利用することが可
能である。
【符号の説明】
【００３８】



(9) JP 2010-279592 A 2010.12.16

10

20

　１　超音波内視鏡
　２　超音波内視鏡装置本体
　９　円柱状バッキング材
　１０　トランスデューサアレイ
　１０ａ～１０ｊ　超音波トランスデューサ
　１１　走査制御部
　１２　送信遅延パターン記憶部
　１３　送信制御部
　１４　駆動信号発生部
　１５　モータ制御部
　１６　駆動モータ
　１７　回転伝達ケーブル
　１８　保護カバー
　１９　支持部
　２１　受信信号処理部
　２１１ａ～２１１ｊ　増幅器
　２１２ａ～２１２ｊ　Ａ／Ｄ変換器
　２４　受信制御部
　２５　受信遅延パターン記憶部
　２６　画像生成部
　２６１　ＳＴＣ部
　２６２　包絡線検波部
　２６３　ＤＳＣ
　２６４　ドップラー処理部
　２７　Ｄ／Ａ変換器
　２８　表示部
　２９　制御部
　３０　格納部
　３１　操作部



(10) JP 2010-279592 A 2010.12.16

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】



专利名称(译) 超音波内视镜装置

公开(公告)号 JP2010279592A 公开(公告)日 2010-12-16

申请号 JP2009135929 申请日 2009-06-05

[标]申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

[标]发明人 佐藤智夫

发明人 佐藤 智夫

IPC分类号 A61B8/12

FI分类号 A61B8/12

F-TERM分类号 4C601/BB14 4C601/BB24 4C601/EE13 4C601/FE01 4C601/GA12 4C601/GA29 4C601/GB05 4C601
/HH15

代理人(译) 宇都宫正明

外部链接 Espacenet

摘要(译)

甲抑制电路规模与获得满意的超声图像，以允许所述多普勒模式进行成
像，而不停止超声换能器的旋转。 在至少一个部分上，多个超声波输出
的圆周上的多个接收信号的预定排列间距的阵列和接收超声回波根据发
射超声波束与多个驱动信号的和换能器，作为用于发送其沿圆周旋转
时，多个旋转的组合的来回在超声换能器的不同的超声波换能器的超声
波束，多个超声波的驱动部的多个超声波振子用于产生多个供应到换能
器的一部分的驱动信号的驱动信号发生器，基于所述多个从所述多个超
声波振子，超声波回声中的至少一个部输出的接收信号的并且图像处理
装置用于产生表示与图像的移动有关的信息的图像数据。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/de731c10-57c6-4253-b35b-c97ff675747b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/043536933/publication/JP2010279592A?q=JP2010279592A

